
別紙様式２　道民意見提出手続の意見募集結果（こどもの意見）

令和
れいわ

７年
ねん

（2025年
ねん

）２月
がつ

28日
にち

実施
じっし

期間
きかん

令和
れいわ

６年
ねん

１１月
がつ

２６日
にち

から令和
れいわ

６年
ねん

１２月
がつ

２５日
にち

まで

回答数
かいとうすう

２９６人
にん

１　回答者
かいとうしゃ

の年代
ねんだい

について

【質問
しつもん

】　年代
　ねんだい

をおこたえください。

年代
ねんだい

人数
にんずう

割合
わりあい

小学生
しょうがくせい

12人 4%

中学生
ちゅうがくせい

243人 82%

高校生
こうこうせい

41人 14%

合計
ごうけい

296人

２　教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

について

年代
ねんだい

どの地域
ちいき

に住
す

んでいて

も、よい教育
きょういく

を受
う

けるこ

とができること

子
こ

どもたちが元気
げんき

に成
せい

長
ちょう

できるよう、子
こ

どもた

ちから意見
い　けん

を聞
き

きなが

ら、その意見
いけん

を色々
いろいろ

なこ

とに取
と

り入
い

れること

社会
しゃかい

をよりよくするため

に、自分
じぶん

から進
すす

んで活
かつ

動
どう

する人
ひと

を増
ふ

やすこと

みんなが幸
しあわ

せや生
い

きが

いを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にし

て、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができるこ

と

社会
しゃかい

の大
おお

きな変化
へんか

に対
たい

応
おう

できるような知識
ちしき

と教
きょ

養
うよう

をしっかりと身
み

に付
つ

け

ること

子
こ

どもから大人
おとな

までずっ

と学
まな

び続
つづ

けることがで

き、夢
ゆめ

や希望
き　ぼう

にチャレン

ジできること

小学生
しょうがくせい

6人 8人 1人 6人 3人 6人

（割合
わりあい

） 50% 67% 8% 50% 25% 50%

中学生
ちゅうがくせい

142人 119人 51人 129人 70人 99人

（割合
わりあい

） 58% 49% 21% 53% 29% 41%

高校生
こうこうせい

25人 20人 15人 17人 14人 14人

（割合
わりあい

） 61% 49% 37% 41% 34% 34%

合計
ごうけい

173人 147人 67人 152人 87人 119人

（割合
わりあい

） 58% 50% 23% 51% 29% 40%

子
こ

どもたちが元気
げんき

に成長
せいちょう

できるよう、子
こ

どもたちから意見
いけん

を聞
き

きながら、その意見
いけん

を色々
いろいろ

なことに取
と

り入
い

れること

どの地域
ちいき

に住
す

んでいても、よい教育
きょういく

を受
う

けることができること

意見
いけん

の反映
はんえい

「北海道
ほっかいどう

総合
そうごう

教育
きょういく

大綱
たいこう

（素案
そあん

）」の意見
いけん

募集
ぼしゅう

の結果
けっか

（こどもの意見
いけん

）について

【質問
しつもん

】　次
つぎ

の項目
こうもく

の中
なか

で、特
とく

に大切
たいせつ

だと思
おも

うことはなんですか。（３個
こ

まで選択
せんたく

可能
かのう

）

みなさんの意見
いけん

「どの地域
ちいき

に住
す

んでいても、よい教育
きょういく

を受
う

けることができること」、「みんなが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができること」、「子
こ

どもたちからの意見
いけん

を色々
いろいろ

なことに取
と

り入
い

れること」について、特
とく

に大切
たいせつ

だと思
おも

っ

ている人
ひと

が多
おお

いことがわかりました。

社会
しゃかい

の大
おお

きな変化
へんか

に対応
たいおう

できるような知識
ちしき

と教養
きょうよう

をしっかりと身
み

に付
つ

けること

子
こ

どもから大人
おとな

までずっと学
まな

び続
つづ

けることができ、夢
ゆめ

や希望
きぼう

にチャレンジできること

社会
しゃかい

をよりよくするために、自分
じぶん

から進
すす

んで活動
かつどう

する人
ひと

を増
ふ

やすこと

みんなが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができること

いただいたご意見
いけん

を参考
さんこう

にしながら、教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみんなで協力
きょうりょく

して、基本方針
きほんほうしん

の取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

中学生

243人（82％）

高校生

41人（14％）

小学生

６人

６人

6人

８人

１人

３人

中学生

142人

119人
51人129人

70人
99人

高校生

25人

20人
15人

17人

14人
14人

小学生

12人（4％）
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３　大綱
たいこう

の基本
きほん

方針
ほうしん

１（持続
じぞく

可能
かのう

な社会
しゃかい

の創
つく

り手
て

を育
はぐく

む）について

【質問
しつもん

】　次
つぎ

の項目
こうもく

の中
なか

で、特
とく

に大切
たいせつ

な取組
とりくみ

だと思
おも

うことはなんですか。（２個
こ

まで選択
せんたく

可能
かのう

）

年代
ねんだい

全
すべ

ての子
こ

どもたちに、よ

りよい教育
きょういく

を提供
ていきょう

するこ

と

自分
じぶん

の良
よ

さや可能性
かのうせい

を

認
みと

め、他
た

の人
ひと

もお互
たが

い

に認
みと

め合
あ

うことができる

人
ひと

を育
そだ

てること

みんなと協力
きょうりょく

してこれ

からの社会
しゃかい

をつくること

ができる人
ひと

を育
そだ

てること

北海道
ほっかいどう

に生
う

まれ育
そだ

った

ことへの誇
ほこ

りや、ふるさ

とへの愛着
あいちゃく

を持
も

つこと

ができるようにすること

小学生
しょうがくせい

7人 7人 5人 1人

（割合
わりあい

） 58% 58% 42% 8%

中学生
ちゅうがくせい

124人 133人 94人 74人

（割合
わりあい

） 51% 55% 39% 30%

高校生
こうこうせい

25人 31人 10人 11人

（割合
わりあい

） 61% 76% 24% 27%

合計
ごうけい

156人 171人 109人 86人

（割合
わりあい

） 53% 58% 37% 29%

４　大綱
たいこう

の基本
きほん

方針
ほうしん

２（誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない子
こ

どもの学
まな

びと育
そだ

ちの環境
かんきょう

を整
ととの

える）について

【質問
しつもん

】　次
つぎ

の項目
こうもく

の中
なか

で、特
とく

に大切
たいせつ

な取組
とりくみ

だと思
おも

うことはなんですか。（２個
こ

まで選択
せんたく

可能
かのう

）

年代
ねんだい

家庭
かてい

、学校
がっこう

、地域
ちいき

など

がみんなで協力
きょうりょく

して、

安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して学
まな

ぶこ

とができる環境
かんきょう

をつくる

こと

子
こ

どもたちの意見
いけん

を聞
き

きながら、元気
げんき

に成長
せいちょう

することを支
ささ

えること

いじめの発生
はっせい

を防
ふせ

ぎ、い

じめを早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

すること

生
う

まれ育
そだ

った環境
かんきょう

にか

かわらず、安心
あんしん

してより

よい教育
きょういく

を受
う

けるため

の支援
しえん

を行
おこな

うこと

ICT（デジタル）を活用
かつよう

し

た教育
きょういく

を進
すす

めること

学校
がっこう

の先生
せんせい

がよりよい

授業
じゅぎょう

ができるよう、働
はたら

き

やすい環境
かんきょう

をつくること

小学生
しょうがくせい

5人 7人 5人 6人 1人 7人

（割合
わりあい

） 42% 58% 42% 50% 8% 58%

中学生
ちゅうがくせい

131人 97人 163人 94人 40人 75人

（割合
わりあい

） 54% 40% 67% 39% 16% 31%

高校生
こうこうせい

28人 14人 26人 17人 9人 12人

（割合
わりあい

） 68% 34% 63% 41% 22% 29%

合計
ごうけい

164人 118人 194人 117人 50人 94人

（割合
わりあい

） 55% 40% 66% 40% 17% 32%

家庭
かてい

、学校
がっこう

、地域
ちいき

などがみんなで協力
きょうりょく

して、安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して学
まな

ぶことができる環境
かんきょう

をつくること

全
すべ

ての子
こ

どもたちに、よりよい教育
きょういく

を提供
ていきょう

すること

自分
じぶん

の良
よ

さや可能性
かのうせい

を認
みと

め、他
た

の人
ひと

もお互
たが

いに認
みと

め合
あ

うことができる人
ひと

を育
そだ

てること

みんなと協力
きょうりょく

してこれからの社会
しゃかい

をつくることができる人
ひと

を育
そだ

てること

北海道
ほっかいどう

に生
う

まれ育
そだ

ったことへの誇
ほこ

りや、ふるさとへの愛着
あいちゃく

を持
も

つことができるようにすること

ICT（デジタル）を活用
かつよう

した教育
きょういく

を進
すす

めること

学校
がっこう

の先生
せんせい

がよりよい授業
じゅぎょう

ができるよう、働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくること

子
こ

どもたちの意見
いけん

を聞
き

きながら、元気
げんき

に成長
せいちょう

することを支
ささ

えること

いじめの発生
はっせい

を防
ふせ

ぎ、いじめを早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

すること

生
う

まれ育
そだ

った環境
かんきょう

にかかわらず、安心
あんしん

してよりよい教育
きょういく

を受
う

けるための支援
しえん

を行
おこな

うこと

小学生

7人

7人

５人
1人

中学生

74人

94人

133人

124人

高校生

25人

31人

10人
11人

小学生

5人

7人

5人
6人

1人

7人

中学生

131人

97人

163人

94人

40人
75人

高校生

28人

14人
26人

17人

9人
12人
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５　大綱
たいこう

の基本
きほん

方針
ほうしん

３（地域
ちいき

と産業
さんぎょう

を担
にな

う人
ひと

を育
はぐく

む）について

【質問
しつもん

】　次
つぎ

の項目
こうもく

の中
なか

で、特
とく

に大切
たいせつ

な取組
とりくみ

だと思
おも

うことはなんですか。（３個
こ

まで選択
せんたく

可能
かのう

）

年代
ねんだい

北海道
ほっかいどう

の農林水産業
のうりんすいさんぎょう

や

観光産業
かんこうさんぎょう

で働
はたら

く人
ひと

を育
そだ

てること

地域
ちいき

の産業
さんぎょう

を支
ささ

える人
ひと

を育
そだ

てること

医療
いりょう

・福祉
ふくし

で働
はたら

く人
ひと

を育
そだ

てること

デジタルを活用
かつよう

する力
ちから

を持
も

つ人
ひと

を育
そだ

てること

自分
じぶん

の活動
かつどう

によって地
ちい

域
き

を支
ささ

えるという気持
きも

ち

を高
たか

めること

外国
がいこく

の方々
かたがた

の文化
ぶんか

や生
せい

活
かつ

を理解
りかい

すること

小学生
しょうがくせい

2人 5人 6人 6人 7人 2人

（割合
わりあい

） 17% 42% 50% 50% 58% 17%

中学生
ちゅうがくせい

96人 121人 117人 74人 90人 81人

（割合
わりあい

） 40% 50% 48% 30% 37% 33%

高校生
こうこうせい

19人 22人 19人 21人 14人 7人

（割合
わりあい

） 46% 54% 46% 51% 34% 17%

合計
ごうけい

117人 148人 142人 101人 111人 90人

（割合
わりあい

） 40% 50% 48% 34% 38% 30%

６　大綱
たいこう

の基本
きほん

方針
ほうしん

４（生涯
しょうがい

を通
つう

じて学
まな

び続
つづ

ける人
ひと

を育
はぐく

む）について

【質問
しつもん

】　次
つぎ

の項目
こうもく

の中
なか

で、特
とく

に大切
たいせつ

な取組
とりくみ

だと思
おも

うことはなんですか。（３個
こ

まで選択
せんたく

可能
かのう

）

年代
ねんだい

子
こ

どもから大人
おとな

まで、何
なん

度
ど

でも学
まな

ぶことができる

環境
かんきょう

をつくること

幅広
はばひろ

い世代
せだい

の交流
こうりゅう

や地
ちい

域
き

の住民
じゅうみん

同士
どうし

のつなが

りが深
ふか

まること

住
す

んでいる地域
ちいき

で芸術
げいじゅつ

やスポーツに親
した

しむこと

ができる環境
かんきょう

をつくるこ

と

アイヌ民俗文化財
みんぞくぶんかざい

など

北海道
ほっかいどう

の大事
だいじ

な財産
ざいさん

を

多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもら

い、守
まも

っていく活動
かつどう

を進
すす

めること

小学生
しょうがくせい

9人 5人 6人 2人

（割合
わりあい

） 75% 42% 50% 17%

中学生
ちゅうがくせい

136人 100人 116人 55人

（割合
わりあい

） 56% 41% 48% 23%

高校生
こうこうせい

27人 16人 18人 10人

（割合
わりあい

） 66% 39% 44% 24%

合計
ごうけい

172人 121人 140人 67人

（割合
わりあい

） 58% 41% 47% 23%

北海道
ほっかいどう

の農林水産業
のうりんすいさんぎょう

や観光産業
かんこうさんぎょう

で働
はたら

く人
ひと

を育
そだ

てること

地域
ちいき

の産業
さんぎょう

を支
ささ

える人
ひと

を育
そだ

てること

医療
いりょう

・福祉
ふくし

で働
はたら

く人
ひと

を育
そだ

てること

デジタルを活用
かつよう

する力
ちから

を持
も

つ人
ひと

を育
そだ

てること

自分
じぶん

の活動
かつどう

によって地域
ちいき

を支
ささ

えるという気持
きも

ちを高
たか

めること

外国
がいこく

の方々
かたがた

の文化
ぶんか

や生活
せいかつ

を理解
りかい

すること

子
こ

どもから大人
おとな

まで、何度
なんど

でも学
まな

ぶことができる環境
かんきょう

をつくること

幅広
はばひろ

い世代
せだい

の交流
こうりゅう

や地域
ちいき

の住民
じゅうみん

同士
どうし

のつながりが深
ふか

まること

アイヌ民俗文化財
みんぞくぶんかざい

など北海道
ほっかいどう

の大事
だいじ

な財産
ざいさん

を多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらい、守
まも

っていく活動
かつどう

を進
すす

めること

住
す

んでいる地域
ちいき

で芸術
げいじゅつ

やスポーツに親
した

しむことができる環境
かんきょう

をつくること

小学生

5人

6人6人

7人

2人 2人

中学生

81人 96人
90人

74人

121人

117人

高校生

19人

22人

19人

21人

14人
7人

小学生

9人

5人

6人

2人

中学生

136人

100人

116人

55人

高校生

27人

16人

18人

10人

3



■大綱
たいこう

の基本
きほん

方針
ほうしん

１～４について

意見
いけん

の反映
はんえい

みなさんの意見
いけん

いただいたご意見
いけん

を今後
こんご

の参考
さんこう

にしながら、「こどもまんなか」の考
かんが

えのもと、「学
まな

び」と「育
そだ

ち」両方
りょうほう

の取組
とりくみ

の連携
れんけい

を図
はか

りなが

ら、みなさんの健
すこ

やかな成長
せいちょう

を社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で後押
あとお

しする取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

基本
きほん

方針
ほうしん

１では「自分
じぶん

の良
よ

さや可能性
かのうせい

を認
みと

め、他
た

の人
ひと

もお互
たが

いに認
みと

め合
あ

うことができる人
ひと

を育
そだ

てること」、基本
きほん

方針
ほうしん

２では「い

じめの発生
はっせい

を防
ふせ

ぎ、いじめを早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

すること」、基本
きほん

方針
ほうしん

３では「地域
ちいき

の産業
さんぎょう

を支
ささ

える人
ひと

を育
そだ

てること」、基本
きほん

方針
ほうしん

４

では「子
こ

どもから大人
おとな

まで、何度
なんど

でも学
まな

ぶことができる環境
かんきょう

をつくること」について、特
とく

に大切
たいせつ

な取組
とりくみ

だと思
おも

っている人
ひと

が多
おお

い

ことがわかりました。
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７　大綱
たいこう

について

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

総合
そうごう

教育
きょういく

大綱
たいこう

の内容
ないよう

（「教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

」や「取組
とりくみ

」など）について、感
かん

じたことや思
おも

ったこと

　　　　   などをおこたえください。

年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

小学生
しょうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

小学生
しょうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

どの地域
ちいき

に住
す

んでいてもよい教育
きょういく

を受
う

けることができるなどみ

んなが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、

自分
じぶん

を認
みと

めることができるなどいじめ防止
ぼうし

など様々
さまざま

な素晴
すば

らし

い取
と

り組
く

みがあり自分
じぶん

もゴミ拾
ひろ

いなど小
ちい

さいことからやっていき

みんなが幸
しあわ

せになるような取
と

り組
く

みをしていきたいなと思
おも

いまし

た。

「命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができる教
きょう

育
いく

を進
すす

める。」を学校
がっこう

だけでなく、市町村
しちょうそん

で行
おこな

う避難訓練
ひなんくんれん

のよう

に子
こ

ども以外
いがい

の地域
ちいき

の大人
おとな

などを集
あつ

めて行
おこな

うと良
よ

いと思
おも

いま

す。

教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみん

なで協力
きょうりょく

して、基本方針
きほんほうしん

の取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

成人
せいじん

になるまでに、小
ちい

さい子供
こども

たちが命
いのち

を落
お

とすことなく、平等
びょうどう

に評価
ひょうか

され、認
みと

められる環境
かんきょう

が必要
ひつよう

であると感
かん

じました。成人
せいじん

になってからも、自身
じしん

を卑下
ひげ

することなく、他人
たにん

に対
たい

して思
おも

いや

りの心
こころ

を持
も

ち接
せっ

する事
こと

が出来
でき

るよう、心
こころ

を教育
きょういく

する環境
かんきょう

が整
ととの

え

られるべきであると感
かん

じました。

家庭
かてい

や地域
ちいき

の環境
かんきょう

が悪
わる

くてもみんなが平等
びょうどう

に教育
きょういく

を受
う

けるこ

とができる地域
ちいき

・学校
がっこう

つくりをしなければならないと思
おも

った。

どの地域
ちいき

でもより良
よ

い教育
きょういく

が出来
でき

ていて良
よ

かったと思
おも

った。

どの地域
ちいき

に住
す

んでいても良
よ

い教育
きょういく

を受
う

けることができるという

のは大切
たいせつ

だと思
おも

う。

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

基本
きほん

理念
りねん

に関
かん

する意見
いけん

様々
さまざま

なことに関心
かんしん

を持
も

てる、人
ひと

を尊敬
そんけい

する、自尊心
じそんしん

のある生徒
せいと

を育
はぐく

める学校
がっこう

が理想
りそう

です。

誰
だれ

か一人
ひとり

のことではなく、みんながどうやったら幸
しあわ

せになれる

かを考
かんが

えることが大切
たいせつ

だと分
わ

かった。

みんなが住
す

みやすくなればいいと思
おも

いました。

やっぱりお互
たが

いを認
みと

め合
あ

って生活
せいかつ

していくことは大切
たいせつ

なことなん

じゃないかなと思
おも

いました。

どんな世代
せだい

でも暮
く

らしやすく、協力
きょうりょく

しあえるようになればいいと

思
おも

う。

みなさんが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

い

やり、自分
じぶん

を認
みと

めることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

誰
だれ

もが平等
びょうどう

に教育
きょういく

を受
う

けられたらいいなと思
おも

いました。
生

う

まれ育
そだ

った地域
ちいき

や環境
かんきょう

に左右
さゆう

されず、誰
だれ

もが安心
あんしん

してよりよ

い教育
きょういく

を受
う

け、学
まな

び続
つづ

けることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

僻地
へきち

では到底
とうてい

難
むずか

しいであろうことが何項目
なんこうもく

かあった。習
なら

い事
ごと

を

するのも隣町
となりまち

、スーパーも隣町
となりまち

、遊
あそ

ぶ所
ところ

や小児科
しょうにか

がない。都会
とかい

との差
さ

がありすぎて悲
かな

しい。
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年代
ねんだい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

農業
のうぎょう

などの働
はたら

く人
ひと

が少
すく

ない職業
しょくぎょう

では働
はたら

きたいと思
おも

う授業
じゅぎょう

をしな

ければならないと思
おも

った。

農業高校
のうぎょうこうこう

などにおいて、最先端
さいせんたん

のＩＣＴなどを活用
かつよう

した技術
ぎじゅつ

を学
がく

習内容
しゅうないよう

に取
と

り入
い

れたり、地域
ちいき

の企業
きぎょう

などと連携
れんけい

して、学習
がくしゅう

の魅
みりょ

力化
くか

に努
つと

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

自然
しぜん

を大事
だいじ

にしたらいいと思
おも

います。

デジタル教育
きょういく

にたよりきるだけではネットリテラシーは学
まな

べてい

ないので、デジタルに触
ふ

れる為
ため

にはネットのこわさや注意
ちゅうい

を徹
てっ

底的
ていてき

にするべき。

外国
がいこく

の方々
かたがた

との交流
こうりゅう

も増
ふ

やしたほうがいいと思
おも

います。そうす

れば、英語
えいご

を話
はな

せる人
ひと

が増
ふ

えたり、職種
しょくしゅ

の幅
はば

が増
ふ

えると思
おも

うか

らです。

子供
こども

たちの教育
きょういく

は座学
ざがく

ばかりではなく実際
じっさい

に行動
こうどう

することで深
ふか

まるものだと考
かんが

えます。旭川市
あさひかわし

が、公共的
こうきょうてき

にワークショップ等
など

を

作
つく

ることで健全
けんぜん

な子供
こども

が育
そだ

つと思
おも

います。

子供第一
こどもだいいち

で、教員
きょういん

を目指
めざ

せる環境
かんきょう

ができることに期待
きたい

していま

す。

グローバルな視点
してん

を持
も

った人
ひと

を育
そだ

てるため、国際交流
こくさいこうりゅう

の機会
きかい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るなど取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅰ　持続
じぞく

可能
かのう

な社会
しゃかい

の創
つく

り手
て

を育
はぐく

む」に関
かん

する意見
いけん

全
すべ

てのみなさんの可能性
かのうせい

を伸
の

ばしていけるよう、よりよい教育
きょういく

を

提供
ていきょう

していくための取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

みなさんが北海道
ほっかいどう

のアイヌ文化
ぶんか

などの特色
とくしょく

ある歴史
れきし

や文化
ぶんか

を

理解
りかい

して、北海道
ほっかいどう

に生
う

まれ育
そだ

ったことへの誇
ほこ

りや、ふるさとへの

愛着
あいちゃく

を持
も

つことができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

環境
かんきょう

についての教育
きょういく

や環境保全
かんきょうほぜん

について理解
りかい

を深
ふか

める取組
とりくみ

を

進
すす

めていきます。

北海道
ほっかいどう

の良
よ

さや市町村
しちょうそん

の良
よ

さを認知
にんち

し自分
じぶん

の町
まち

や村
むら

、北海道
ほっかいどう

を胸
むね

を張
は

ってすごいと言
い

えるようにならないとだめだと思
おも

った。

地域
ちいき

の課題
かだい

の解決
かいけつ

や、特色
とくしょく

ある地域
ちいき

づくりのため、自分
じぶん

の活動
かつどう

が地域
ちいき

を支
ささ

えるという気持
きも

ちを高
たか

める取組
とりくみ

とともに、身近
みじか

な地
ちい

域
き

の魅力
みりょく

や課題
かだい

などを知
し

り、北海道
ほっかいどう

に対
たい

する愛着
あいちゃく

や誇
ほこ

りを育
はぐく

む取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

みなさんが自
みずか

ら課題
かだい

を発見
はっけん

し、いろいろな人
ひと

と協力
きょうりょく

、交流
こうりゅう

しなが

ら課題
かだい

を解決
かいけつ

する学習
がくしゅう

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

自分
じぶん

の夢
ゆめ

や課題
かだい

に、新
あたら

しい考
かんが

えでチャレンジする人
ひと

が必要
ひつよう

であ

るなら、増
ふ

やすための取組
とりくみ

（自分
じぶん

たちで物事
ものごと

を決
き

めたり、発言
はつげん

できる場
ば

を作
つく

るなど）をするべきだと思
おも

いました。また例
れい

として自
じぶ

分
ん

たちの中学校
ちゅうがっこう

で行
おこな

った、三学年
さんがくねん

合同道徳
ごうどうどうとく

で、学校祭
がっこうさい

のテー

マを決
き

めてみたり、グループを分
わ

け司会進行
しかいしんこう

を行
おこな

ったり自主的
じしゅてき

に活動
かつどう

できる場
ば

を作
つく

って活動
かつどう

していました。必
かなら

ずこれをやって

ほしいとは思
おも

いませんが、各学校
かくがっこう

で考
かんが

えて、工夫
くふう

してチャレンジ

できる機会
きかい

を作
つく

ってみるのは、どうでしょうか。

もう少
すこ

し交流
こうりゅう

に対
たい

する取組
とりくみ

を多
おお

くしたいと思
おも

った。

意見
いけん

の反映
はんえい

みなさんが、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

などを含
ふく

む地球規模
ちきゅうきぼ

の課題
かだい

を自分
じぶん

の

問題
もんだい

として捉
とら

え、その解決
かいけつ

に向
む

けて自分
じぶん

で考
かんが

え、行動
こうどう

する力
ちから

を

身
み

に付
つ

けられるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

母
はは

から聞
き

く話
はなし

で、介護
かいご

・看護師
かんごし

の人手
ひとで

が足
た

りないというのがあり

ました。今
いま

は都会
とかい

に働
はたら

きにいく人
ひと

が増
ふ

え、地域
ちいき

に誇
ほこ

りを持
も

ってい

る人
ひと

が少
すく

なくなっているのではないかと感
かん

じます。北海道
ほっかいどう

は昔
むかし

から本州
ほんしゅう

辺
あた

りとは違
ちが

う民族
みんぞく

がいました。アイヌ民族
みんぞく

の存在
そんざい

に、

私
わたし

たちは誇
ほこ

りを持
も

つべきではないかと感
かん

じています。そして北
ほっ

海道開拓使
かいどうかいたくし

のことについて、よく知
し

らない今
いま

の子供
こども

も多
おお

くいると

思
おも

います。教育
きょういく

とは違
ちが

うかも知
し

れませんが、北海道
ほっかいどう

の昔
むかし

のこと

に、今
いま

の世代
せだい

の子供
こども

たちが触
ふ

れることのできる何
なに

かを増
ふ

やして

ほしいと思
おも

います。

意見
いけん

の内容
ないよう

地域
ちいき

をとても意識
いしき

していると思
おも

いました。ですが現在地球
げんざいちきゅう

温暖
おんだん

化
か

などのグローバルな問題
もんだい

がとても注目
ちゅうもく

されており、地球
ちきゅう

がな

ければ北海道
ほっかいどう

もないのでまず地域
ちいき

ごとの協力
きょうりょく

を増
ふ

やし、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

などの地球規模
ちきゅうきぼ

の問題
もんだい

を解決
かいけつ

する、またそのようなこと

をできる人
ひと

を育
はぐく

む、できるように育
はぐく

むことに重点
じゅうてん

を置
お

くことが重
じゅう

要
よう

だと思
おも

いました。

ICTを活用
かつよう

するのは時代
じだい

の変化
へんか

にあっているけど、トラブルが

多
おお

いのとトラブルが起
お

きたときにどうするのかの対処法
たいしょほう

がある

と嬉
うれ

しいです。

情報化
じょうほうか

の急速
きゅうそく

な進展
しんてん

に対応
たいおう

するため、ＩＣＴを活用
かつよう

した教育
きょういく

が

「日常化
にちじょうか

」するよう取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、情報
じょうほう

モラルを含
ふく

む情
じょう

報活用能力
ほうかつようのうりょく

を身
み

に付
つ

けることができる教育
きょういく

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

全
すべ

てのみなさんに、よりよい教育
きょういく

を提供
ていきょう

していきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。
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年代
ねんだい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくり、よりよい授業
じゅぎょう

ができる

よう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

旭川市
あさひかわし

は特
とく

にいじめなどの事柄
ことがら

で問題
もんだい

になることがあるので､

もっと命
いのち

への深
ふか

い学
まな

びを持
も

てるように教育
きょういく

してほしいと思
おも

いま

す。

自分
じぶん

は小
しょう

5から小
しょう

6までいじめられていて、先生
せんせい

に相談
そうだん

してもい

じめてきた人
ひと

に軽
かる

く注意
ちゅうい

するだけで何
なに

も解決
かいけつ

することなく卒業
そつぎょう

し

たので、小学校
しょうがっこう

は一切
いっさい

いい思
おも

い出
で

がありません。このような思
おも

いをする子
こ

が一人
ひとり

でも少
すく

なくなるように、いじめをゼロにするよ

うな取
と

り組
く

みをしたほうがいいのではと思
おも

いました。

最近
さいきん

はインターネットやSNSが普及
ふきゅう

しそれに伴
ともな

う問題
もんだい

やいじめ

などが増
ふ

えており、そのせいで不登校
ふとうこう

や学級崩壊
がっきゅうほうかい

なども多
おお

く

なっていると思
おも

います。なのでいじめやインターネットに関
かか

わる

取
と

り組
く

みを沢山
たくさん

してほしいなと思
おも

います。

いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が全力
ぜんりょく

で、いじめ

の発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

するための取組
とりくみ

ととも

に、みなさんが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

「みんなが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じられるように」するための目標
もくひょう

を達成
たっせい

させるために、いじめを早急
さっきゅう

に発見
はっけん

させて、子
こ

どもが孤
こどく

独や苦痛
くつう

を感
かん

じないような取
と

り組
く

みをする必要
ひつよう

があると思
おも

いま

す。そう思
おも

う理由
りゆう

としては、いじめはまだ今
いま

もどこかで起
お

こって

いるからです。いじめによる自殺
じさつ

などといったニュースをよく見
み

かけ、学生
がくせい

である私
わたし

としては、毎回
まいかい

悲
かな

しい気持
きも

ちになりますし、

未
いま

だになくならないという事実
じじつ

に苦
くる

しくなります。なので、そうい

うことが起
お

こらないような環境作
かんきょうづく

りや、いじめが起
お

きてしまったと

きに相談
そうだん

をしやすいようなカウンセラー、そしていじめを一刻
いっこく

で

も早
はや

く解決
かいけつ

させて、苦
くる

しんでいる子
こ

たちの心
こころ

の傷
きず

が深
ふか

くならない

ように注意
ちゅうい

すべきだと思
おも

います。

いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が全力
ぜんりょく

で、いじめ

の発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

するための取組
とりくみ

ととも

に、みなさんが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が全力
ぜんりょく

で、いじめ

の発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

するための取組
とりくみ

ととも

に、みなさんが幸
しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

いやり、自分
じぶん

を認
みと

めることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

すということは、最近
さいきん

いじめに関
かん

す

るニュースが道内
どうない

でも多数
たすう

見
み

られたのでより力
ちから

を入
い

れていくべ

きだと感
かん

じました。

子
こ

どもたちがしっかりとした教育
きょういく

を受
う

けるうえで、先生方
せんせいがた

の仕事
しごと

の量
りょう

も多
おお

いと思
おも

うので働
はたら

く環境
かんきょう

も、負担
ふたん

も、少
すこ

しでも少
すく

なくする

ようにできたらいいなと思
おも

った。

子
こ

どものいじめは絶対
ぜったい

にあってはいけないと思
おも

うけれども、先
せん

生
せい

が子
こ

どもをいじめることも絶対
ぜったい

にだめだと思
おも

うので、ちゃんと

した取
と

り組
く

みができればいいなと思った。

誰一人
だれひとり

取
と

り残
のこ

されないように教育機関
きょういくきかん

などを充実
じゅうじつ

させること

は、私
わたし

も政治
せいじ

・経済
けいざい

の授業
じゅぎょう

などから感
かん

じていたのでいい目標
もくひょう

だ

と思
おも

いました。

みんなで協力
きょうりょく

して生
い

き生
い

きとした人生
じんせい

を送
おく

ることができる社会
しゃかい

と

なるよう、取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

私
わたし

は子
こ

どもの教育活動
きょういくかつどう

には力
ちから

が入
はい

ってくるのはものすごくわか

りますが、子
こ

どもだけでなく、教員側
きょういんがわ

のサポートなどの環境
かんきょう

づく

りにも、もっと力
ちから

を入
い

れていってほしいと思
おも

いました。どちらにも

力
ちから

を入
い

れるのは困難
こんなん

なことと思
おも

いますが、頑張
がんば

ってほしいで

す。

いじめをしっかりとなくしみんながより良
よ

い学校生活
がっこうせいかつ

を送
おく

ってい

けること。

いじめをなくせる環境
かんきょう

にすればいいと思
おも

う。

いじめがおきており、それにより傷
きず

ついている人
ひと

が多
おお

いので行
こう

動
どう

してもらいたい。

学校
がっこう

の先生方
せんせいがた

が、自分自身
じぶんじしん

の家庭
かてい

や生活
せいかつ

の時間
じかん

を作
つく

りながら

楽
たの

しく働
はたら

けるような環境
かんきょう

になってほしいです。

いじめをなくす事
こと

が大切
たいせつ

。全員
ぜんいん

が協力
きょうりょく

して過
す

ごしやすくする事
こと

が大切
たいせつ

。

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅱ　誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない子
こ

どもの学
まな

びと育
そだ

ちの環境
かんきょう

を整
ととの

える」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい
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年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくり、よりよい授業
じゅぎょう

ができる

よう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅱ　誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない子
こ

どもの学
まな

びと育
そだ

ちの環境
かんきょう

を整
ととの

える」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

現場
げんば

・教育委員会
きょういくいいんかい

・文部科学省
もんぶかがくしょう

それぞれの連携強化
れんけいきょうか

…高校
こうこう

の

先生
せんせい

の話
はなし

を聞
き

いていると、「上層部
じょうそうぶ

は現場
げんば

を分
わ

かっていない」と

いう意識
いしき

が根強
ねづよ

く残
のこ

っています。仕方
しかた

がない部分
ぶぶん

もあるかと思
おも

いますが、訪問調査
ほうもんちょうさ

(アンケートでは低効果
ていこうか

かつ教員
きょういん

の負担
ふたん

増
ぞう

と考
かんが

えます)を通
とお

して教育現場
きょういくげんば

と委員会
いいんかい

・文科省
もんかしょう

との意思疎通
いしそつう

を

図
はか

ってほしいです。

学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくり、よりよい授業
じゅぎょう

ができる

よう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

今後
こんご

教員
きょういん

になる人
ひと

が減少傾向
げんしょうけいこう

だと言
い

われている今
いま

、市
し

が主体
しゅたい

となって対策
たいさく

を施
ほどこ

すのはどうでしょうか。

例
たと

えば保護者対応
ほごしゃたいおう

は、現場
げんば

の教員
きょういん

に一任
いちにん

するのではなく市
し

の

職員
しょくいん

も交
まじ

えて、市
し

の問題
もんだい

として解決
かいけつ

していくのはどうでしょうか。

学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくり、よりよい授業
じゅぎょう

ができる

よう取
と

り組
く

むとともに、教職
きょうしょく

の意義
いぎ

や魅力
みりょく

を伝
つた

えながら、先生
せんせい

の確保
かくほ

に努
つと

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

検定料
けんていりょう

や教材費
きょうざいひ

が免除
めんじょ

されていること。

生
う

まれ育
そだ

った地域
ちいき

や環境
かんきょう

に左右
さゆう

されず、誰
だれ

もが安心
あんしん

してよりよ

い教育
きょういく

を受
う

け、学
まな

び続
つづ

けることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

北海道
ほっかいどう

総合
そうごう

教育
きょういく

大綱
たいこう

を読
よ

ませていただき、目標
もくひょう

や目標
もくひょう

の達成
たっせい

のための具体例
ぐたいれい

が詳
くわ

しく書
か

かれており良
よ

いと思
おも

いました。そこ

で思
おも

ったことが何点
なんてん

かありました。誰
だれ

にでも良
よ

い教育
きょういく

を受
う

けると

ありますが、学
まな

びたいと思
おも

っている生徒
せいと

がいると思
おも

いますがそ

の一部
いちぶ

ではお金
かね

がなく行
い

きたい学校
がっこう

に行
い

けないという子
こ

どもが

いると思
おも

い、そこで私
わたし

が思
おも

ったのは小中高
しょうちゅうこう

の学費
がくひ

を一定
いってい

の学
がく

力
りょく

を超
こ

えたら免除
めんじょ

したり生活
せいかつ

を支援
しえん

するなどの対策
たいさく

を取
と

ると、

お金
かね

がない家庭
かてい

でも勉強
べんきょう

をすることで学費
がくひ

が免除
めんじょ

され北海道
ほっかいどうぜ

全体
んたい

の学力
がくりょく

を向上
こうじょう

させるチャンスだと考
かんが

えております。

より良
よ

い子
こ

どもを創
つく

るためにはより良
よ

い指導者
しどうしゃ

が必要
ひつよう

です。最
さい

近
きん

は教師
きょうし

になる人
ひと

も少
すく

なくなっていますし、より良
よ

い指導者
しどうしゃ

の

為
ため

に環境
かんきょう

を整
ととの

えて上
あ

げてほしいと思
おも

いました。具体的
ぐたいてき

には、学
がっ

校
こう

に関係
かんけい

のある仕事
しごと

だけを渡
わた

す、無意味
むいみ

な会議
かいぎ

を減
へ

らす、校外
こうがい

の問題
もんだい

の責任
せきにん

を教師
きょうし

に取
と

らせないなどです。教師
きょうし

が授業
じゅぎょう

に専
せん

念
ねん

出来
でき

る環境
かんきょう

を創
つく

るのがこれからの未来
みらい

の子
こ

ども達
たち

に関
かか

わっ

ていくのではないでしょうか。

生
う

まれ育
そだ

った地域
ちいき

や環境
かんきょう

に左右
さゆう

されず、誰
だれ

もが安心
あんしん

してよりよ

い教育
きょういく

を受
う

け、学
まな

び続
つづ

けることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

市町村
しちょうそん

ごとの管轄
かんかつ

になってしまうと思
おも

いますが、家以外
いえいがい

で学
まな

び

に集中
しゅうちゅう

できる場所
ばしょ

を作
つく

っていただきたい。

家庭
かてい

、学校
がっこう

、地域
ちいき

などが協力
きょうりょく

して、みなさんが安全
あんぜん

で、安心
あんしん

して

学
まな

ぶことが出来
でき

る環境
かんきょう

づくりに取
と

り組
く

んでいきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

もっと子
こ

どもが楽
たの

しみながら勉強
べんきょう

できるような環境
かんきょう

を作
つく

って欲
ほ

し

いです。

家庭
かてい

、学校
がっこう

、地域
ちいき

など、みんなで協力
きょうりょく

して、みなさんが安全
あんぜん

で、

安心
あんしん

して学
まな

ぶことが出来
でき

る環境
かんきょう

をつくっていきます。

教員
きょういん

の待遇
たいぐう

も改善
かいぜん

が必要
ひつよう

でしょう。一
ひと

つの学校
がっこう

における教員
きょういん

数
すう

を増
ふ

やしてください。

学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくり、よりよい授業
じゅぎょう

ができる

よう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

金銭的
きんせんてき

な面
めん

で自分
じぶん

の行
い

きたい高校
こうこう

にいけないということも解消
かいしょう

しなければいけません。進学校
しんがくこう

は大体都市部
だいたいとしぶ

にしかないため、

どうしても田舎
いなか

だと通
かよ

えない人
ひと

が出
で

てくるでしょう。そのような人
ひと

達
たち

に補助金
ほじょきん

を出
だ

すことはできないのでしょうか。

生
う

まれ育
そだ

った地域
ちいき

や環境
かんきょう

に左右
さゆう

されず、誰
だれ

もが安心
あんしん

してよりよ

い教育
きょういく

を受
う

け、学
まな

び続
つづ

けることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。

どの地域
ちいき

に住
す

んでいても良
よ

い教育
きょういく

を受
う

けるためには、優秀
ゆうしゅう

な

教師
きょうし

の存在
そんざい

が必要不可欠
ひつようふかけつ

です。中学校
ちゅうがっこう

（公立
こうりつ

）までは義務教
ぎむきょういく

育なので教育
きょういく

のレベルはある程度
ていど

同
おな

じだと思
おも

いますが、高校
こうこう

はそうではありません。偏差値
へんさち

が低
ひく

い高校
こうこう

にこそ優秀
ゆうしゅう

な人材
じんざい

を

派遣
はけん

して（難
むずか

しいことだと思
おも

いますが）教育改革
きょういくかいかく

を行
おこな

ってくださ

い。高校
こうこう

によって大学
だいがく

を諦
あきら

める状況
じょうきょう

にはしたくありません。『授
じゅ

業準備
ぎょうじゅんび

が終
お

わっていないから授業
じゅぎょう

できません、自習
じしゅう

してくださ

い』と教師
きょうし

に言
い

われます。

学校
がっこう

の先生
せんせい

の研修
けんしゅう

などを充実
じゅうじつ

させることにより、先生
せんせい

の資質
ししつ

・

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

り、住
す

んでいる地域
ちいき

に関
かか

わらず、全
すべ

ての児童
じどう

生
せい

徒
と

のみなさんによりよい教育
きょういく

を提供
ていきょう

していけるよう取組
とりくみ

を進
すす

め

ていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。
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年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅱ　誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない子
こ

どもの学
まな

びと育
そだ

ちの環境
かんきょう

を整
ととの

える」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

情報化
じょうほうか

の急速
きゅうそく

な進展
しんてん

に対応
たいおう

するため、ＩＣＴを活用
かつよう

した教育
きょういく

が

「日常化
にちじょうか

」するよう、環境整備
かんきょうせいび

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

函館
はこだて

は遊
あそ

ぶ場所
ばしょ

、勉強
べんきょう

できる場所
ばしょ

が少
すく

ないところです。函館
はこだて

シ

エスタや函館中央図書館
はこだてちゅうおうとしょかん

はほとんど勉強
べんきょう

できるスペースが埋
う

まっていて、誰
だれ

か終
お

わるまで待
ま

っている人
ひと

もいます。他
ほか

の勉強
べんきょう

できる施設
しせつ

も限
かぎ

られており、あるとしても北斗市
ほくとし

にあって遠
とお

いで

す。なので函館
はこだて

で勉強
べんきょう

できるスペースを増
ふ

やしてほしいです。

遊
あそ

ぶ場所
ばしょ

は、中学生
ちゅうがくせい

はカラオケ、ゲームセンターなど娯楽施設
ごらくしせつ

には入
はい

ることが禁止
きんし

されています。なので、遊
あそ

ぶところがほか

の市
し

と比
くら

べて遊
あそ

べる場所
ばしょ

が少
すく

ないので中学生
ちゅうがくせい

でも遊
あそ

べる施設
しせつ

をたくさん増
ふ

やしてほしいです。

家庭
かてい

、学校
がっこう

、地域
ちいき

など、みんなで協力
きょうりょく

して、みなさんが安全
あんぜん

で、

安心
あんしん

して学
まな

ぶことが出来
でき

る環境
かんきょう

をつくっていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

教員
きょういん

の仕事
しごと

は、子供
こども

の夢
ゆめ

を叶
かな

えるサポートが出来
でき

る夢
ゆめ

のある

仕事
しごと

だと思
おも

って目指
めざ

しています。しかし、近年
きんねん

はモンスターペア

レント対応
たいおう

や休日勤務
きゅうじつきんむ

が多
おお

いと聞
き

き、子供
こども

をサポートするという

本業
ほんぎょう

に専念
せんねん

できるのか少
すこ

し不安
ふあん

があります。そこで私
わたし

は教育
きょういく

大
だい

学
がく

が主催
しゅさい

する未来
みらい

の教員養成
きょういんようせい

プロジェクトへ参加
さんか

し、現場
げんば

の雰
ふん

囲気
いき

を生
なま

で感
かん

じ取
と

ろうと思
おも

いました。実際
じっさい

は、子供達
こどもたち

に必要
ひつよう

とさ

れる、幸
しあわ

せな職業
しょくぎょう

だと感
かん

じることができました。

大綱
たいこう

では、みなさんの夢
ゆめ

や希望
きぼう

へのチャレンジを応援
おうえん

する北海
ほっかいど

道
う

づくりを進
すす

めていくこととしており、学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい

環境
かんきょう

をつくり、よりよい授業
じゅぎょう

ができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。

パーソナルコンピューターを最新
さいしん

のものにしてください。

積極的
せっきょくてき

に授業
じゅぎょう

にパソコンなどを取
と

り入
い

れていくこと。

もっといじめや事故
じこ

などの対策
たいさく

をした方
ほう

がいいと思
おも

う。

いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が全力
ぜんりょく

で、いじめ

の発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

するための取組
とりくみ

ととも

に、家庭
かてい

、学校
がっこう

、地域
ちいき

など、みんなで協力
きょうりょく

して、みなさんが安全
あんぜん

で、安心
あんしん

して学
まな

ぶことができる環境
かんきょう

をつくる取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。

もっと教育面
きょういくめん

でインターネットを、活用
かつよう

した取
と

り組
く

みをしたほうが

いいなと思
おも

いました。

情報化
じょうほうか

の急速
きゅうそく

な進展
しんてん

に対応
たいおう

するため、ＩＣＴを活用
かつよう

した教育
きょういく

が

「日常化
にちじょうか

」するよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

学校
がっこう

にエアコンなどをつけて快適
かいてき

に過
す

ごせるようにするといい

と思
おも

う。

予算
よさん

・設備投資
せつびとうし

の充実
じゅうじつ

…率直
そっちょく

に言
い

って、教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させるには

設備
せつび

が不十分
ふじゅうぶん

です。例
たと

えば、Chromebookは値段
ねだん

は安
やす

いものの

その分
ぶん

性能
せいのう

が悪
わる

く、特
とく

に大学
だいがく

では使
つか

い物
もの

になりません。そのた

め、斡旋
あっせん

を受
う

けてChromebookを購入
こうにゅう

した家庭
かてい

は二重
にじゅう

の負担
ふたん

に

なってしまいます。また、私
わたし

のクラスのプロジェクターは照度
しょうど

が

悪
わる

く日差
ひざ

しが出
で

ると画面
がめん

が全
まった

く見
み

えなくなります。もちろん

Chromebookやプロジェクターの存在
そんざい

を否定
ひてい

するわけではありま

せんが、子
こ

どもへの投資
とうし

が最
もっと

も費用対効果
ひようたいこうか

が高
たか

いと言
い

われま

すので、是非
ぜひ

余裕
よゆう

のある予算編成
よさんへんせい

や設備投資
せつびとうし

をお願
ねが

いしたい

です。

子供達
こどもたち

の意見
いけん

も取
と

り入
い

れつつ、みんなが心地
ここち

よい暮
く

らしができ

ればいいと思
おも

う。

教育
きょういく

におけるＩＣＴの活用
かつよう

が日常化
にちじょうか

するよう、環境整備
かんきょうせいび

の更
さら

なる

充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

北海道
ほっかいどう

でも暑
あつ

くなってきて熱中症
ねっちゅうしょう

になるリスクが高
たか

まってきてい

るので、しっかりしたエアコンを取
と

り付
つ

けたほうがいいと思
おも

う。

熱中症
ねっちゅうしょう

の防止
ぼうし

をはじめ、安全
あんぜん

・安心
あんしん

で快適
かいてき

な教育環境
きょういくかんきょう

の整備
せいび

に取
と

り組
く

んでいきます。

生徒
せいと

の考
かんが

えなどを聞
き

いてより良
よ

い地域
ちいき

や学校
がっこう

にしたらいいと思
おも

う。

みなさんから意見
いけん

を聞
き

きながら、みなさんが元気
げんき

に成長
せいちょう

するこ

とを社会全体
しゃかいぜんたい

で支
ささ

える取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

9



年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅱ　誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない子
こ

どもの学
まな

びと育
そだ

ちの環境
かんきょう

を整
ととの

える」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

私
わたし

は良
よ

い教育方針
きょういくほうしん

だと考
かんが

えました。理由
りゆう

は次
つぎ

の世代
せだい

に北海道
ほっかいどう

の良
よ

さ、函館
はこだて

の良
よ

さなどを再認識
さいにんしき

できる教育
きょういく

であり、ITの教育
きょういく

をすることによって現代
げんだい

に適応
てきおう

できる子
こ

どもたちが増
ふ

えてきま

す。最近
さいきん

の若
わか

い世代
せだい

にはパソコン、スマホなどを使用
しよう

すること

によって子
こ

どもたちの学力
がくりょく

（漢字
かんじ

がわからないなど）低下
ていか

してい

るデータが最近
さいきん

出
で

てきました。そうすると数年後
すうねんご

子
こ

どもたちは何
なに

もかもが理解
りかい

できず、悪
わる

い方針
ほうしん

に向
む

かう可能性
かのうせい

が秘
ひ

めていま

す。　これを対策
たいさく

するために一度
いちど

デジタルで子
こ

どもが興味
きょうみ

を引
ひ

く

勉強
べんきょう

サイトまたはアプリを導入
どうにゅう

するのはいかがでしょうか。私
わたし

が

考
かんが

えたのは、今
いま

子
こ

どもたちの中
なか

で流行
はや

ってるものと同時
どうじ

に勉強
べんきょう

をするというアプリでございます。例
れい

は子
こ

どもたちが好
す

きなK-

popアイドル、youtuber、などを搭載
とうさい

することによって子
こ

どもたち

が興味
きょうみ

を引
ひ

き、勉強
べんきょう

の意欲
いよく

を向上
こうじょう

させると考
かんが

えました。これか

らの社会
しゃかい

を改善
かいぜん

するべく、どうぞよろしくお願
ねが

い致
いた

します。

自分
じぶん

の夢
ゆめ

や課題
かだい

に新
あたら

しい考
かんが

えでチャレンジする人
ひと

を増
ふ

やしたい

なら、農業
のうぎょう

、産業
さんぎょう

、商業以外
しょうぎょういがい

の専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

を学
まな

べる学校
がっこう

を大
だい

学
がく

や専門学校
せんもんがっこう

の他
ほか

に高校
こうこう

から学
まな

べるところを増
ふ

やすと夢
ゆめ

の幅
はば

が大
おお

きく広
ひろ

がると思
おも

います。

北海道
ほっかいどう

にいても幸福
こうふく

を追求
ついきゅう

などをすることができているのか

を、子供
こども

に聞
き

く機会
きかい

をこのように設
もう

けて、今
いま

の北海道
ほっかいどう

のイメージ

を他
ほか

の都道府県
とどうふけん

の方
かた

に聞
き

いて、他
ほか

の意見
いけん

を聞
き

いてそれを改善
かいぜん

する活動
かつどう

や、アイヌ文化
ぶんか

の継承
けいしょう

を行
おこな

うべきだと思
おも

います。

少子高齢社会
しょうしこうれいしゃかい

の中
なか

で子
こ

どもの教育
きょういく

に力
ちから

を入
い

れて、子供
こども

の数
かず

を

増
ふ

やそうとしているのがすごい伝
つた

わりました。でも、この目標
もくひょう

が

あるだけじゃ何
なに

も始
はじ

まらないので、もっと、ICTを活用
かつよう

した授業
じゅぎょう

を

取
と

り入
い

れたりしたら、将来
しょうらい

、ICTに強
つよ

い人
ひと

が北海道
ほっかいどう

からどんどん

出
で

て、世界
せかい

に羽
は

ばたく人
ひと

も増
ふ

える可能性
かのうせい

があるのでそこに対
たい

し

て力
ちから

を入
い

れていくのがいいと思
おも

います。

紙
かみ

とICTの「両立
りょうりつ

」を…近年
きんねん

はペーパーレス化
か

やGIGAスクール

構想
こうそう

など、紙
かみ

を忌避
きひ

しデジタル端末
たんまつ

を歓迎
かんげい

する風潮
ふうちょう

がありま

す。これは少
すこ

し言
い

い過
す

ぎかもしれませんし、ICT技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

は

悪
わる

いことではありませんが、紙
かみ

には紙
かみ

の良
よ

さがあり、デジタルに

はデジタルの良
よ

さがあることを忘
わす

れてはいけません。例
たと

えば、

化学
かがく

の分子構造
ぶんしこうぞう

の把握
はあく

にはデジタルよりも分子模型
ぶんしもけい

の方
ほう

が効
こう

果的
かてき

ですし、体育
たいいく

の器械運動
きかいうんどう

で自分
じぶん

の体
からだ

の使
つか

い方
かた

を撮影
さつえい

し確
かく

認
にん

することは大変有効
たいへんゆうこう

です。実際
じっさい

フィンランドではICT教育
きょういく

の普
ふきゅ

及
う

で生徒
せいと

の成績
せいせき

が落
お

ちたという報告
ほうこく

もあるので、そうした先行
せんこうじ

事例
れい

を踏
ふ

まえつつ、デジタル一辺倒
いっぺんとう

にならないように施策
せさく

を考
かんが

えて頂
いただ

きたいです。

目標
もくひょう

に向
む

かって進
すす

んだり夢
ゆめ

に向
む

かう人達
ひとたち

に良
よ

い環境
かんきょう

を作
つく

って

ほしいことのためにいじめのないように対応
たいおう

してほしいです。

情報化
じょうほうか

の急速
きゅうそく

な進展
しんてん

に対応
たいおう

するため、ＩＣＴを活用
かつよう

した教育
きょういく

が

「日常化
にちじょうか

」するよう取組
とりくみ

を進
すす

め、情報
じょうほう

モラルを含
ふく

む情報活用能
じょうほうかつようのうりょく

力を身
み

に付
つ

けることができる教育
きょういく

を進
すす

めるほか、これまでの教
きょう

育実践
いくじっせん

とＩＣＴを最適
さいてき

に組
く

み合
あ

わせ、デジタル・アナログ双方
そうほう

の

良
よ

さを生
い

かすことにより、子
こ

どもたちの学習意欲
がくしゅういよく

や資質
ししつ

・能力
のうりょく

を

高
たか

めていくことができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

大綱
たいこう

では、みなさんの夢
ゆめ

や希望
きぼう

へのチャレンジを応援
おうえん

する北海
ほっかいど

道
う

づくりを進
すす

めていくこととしており、いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が全力
ぜんりょく

で、いじめの発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発
はっ

見
けん

し、対応
たいおう

するための取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

多様
たよう

で柔軟
じゅうなん

な教育
きょういく

課程
かてい

の編成
へんせい

により、みなさんの学習
がくしゅう

ニーズ

に対応
たいおう

できるよう努
つと

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

みなさんから意見
いけん

を聞
き

きながら、その意見
いけん

が反映
はんえい

されるよう取
とりく

組
み

を進
すす

めていきます。

また、アイヌ民俗
みんぞく

文化財
ぶんかざい

の保存
ほぞん

・伝承
でんしょう

をはじめ、地域
ちいき

の文化財
ぶんかざい

を貴重
きちょう

な財産
ざいさん

として保存
ほぞん

・活用
かつよう

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

情報化
じょうほうか

の急速
きゅうそく

な進展
しんてん

に対応
たいおう

するため、ＩＣＴを活用
かつよう

した教育
きょういく

が

「日常化
にちじょうか

」するよう取
と

り組
く

むとともに、高度
こうど

なICT社会
しゃかい

を担
にな

う人材
じんざい

を育
そだ

てる取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

基本方針
きほんほうしん

Ⅱにあった「ICTを活用
かつよう

した教育
きょういく

を進
すす

める。」で感
かん

じた

ことは、小学生
しょうがくせい

の時
とき

からクロームブックなどを使
つか

うと視力
しりょく

が悪
わる

く

なったり、悪用
あくよう

する子
こ

が増
ふ

える恐
おそ

れがあると思
おも

い、何
なに

がしてい

いことか悪
わる

いことか判断
はんだん

できる歳
とし

になるまで今
いま

まで通
どお

り紙
かみ

を使
つか

っ

た教育
きょういく

をしたほうが良
よ

いと思
おも

います。

情報化
じょうほうか

の急速
きゅうそく

な進展
しんてん

に対応
たいおう

するため、ＩＣＴを活用
かつよう

した教育
きょういく

が

「日常化
にちじょうか

」するよう取組
とりくみ

を進
すす

め、情報
じょうほう

モラルを含
ふく

む情報活用能
じょうほうかつようのうりょく

力を身
み

に付
つ

けることができる教育
きょういく

を進
すす

めるほか、これまでの教
きょう

育実践
いくじっせん

とＩＣＴを最適
さいてき

に組
く

み合
あ

わせ、デジタル・アナログ双方
そうほう

の

良
よ

さを生
い

かすことにより、子
こ

どもたちの学習意欲
がくしゅういよく

や資質
ししつ

・能力
のうりょく

を

高
たか

めていくことができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。
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年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

人
ひと

それぞれやりたいことやチャレンジしたいことがあると思
おも

うの

でその環境
かんきょう

などを改善
かいぜん

してみて人
ひと

を成長
せいちょう

させることができるん

じゃないかなと私
わたし

は思
おも

います。自分
じぶん

の特技
とくぎ

で人
ひと

の役
やく

に立
た

つとき

が必
かなら

ずあると思
おも

います。いま現代
げんだい

アナログでなくデジタルが多
おお

く

なってきているのですがインターネットに関
かか

わる仕事
しごと

に付
つ

く人
ひと

が

多
おお

くなっていて、産業
さんぎょう

、漁業
ぎょぎょう

の仕事
しごと

に付
つ

く人
ひと

が減
へ

って来
き

ている

ので興味
きょうみ

があっても触
ふ

れることのない環境
かんきょう

でできないと思
おも

って

る人
ひと

もいるかもしれないです。なので環境
かんきょう

を少
すこ

しでも変
か

えたら変
か

わるのではないかと思
おも

っています。

一人
ひとり

ひとりの社会的
しゃかいてき

・職業的
しょくぎょうてき

自立
じりつ

に向
む

けて必要
ひつよう

な能力
のうりょく

を育
そだ

てる

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、農林水産業
のうりんすいさんぎょう

など地域
ちいき

を支
ささ

える産業
さんぎょう

人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

の取組
とりくみ

など、みなさんの夢
ゆめ

や希望
きぼう

へのチャレ

ンジを応援
おうえん

する北海道
ほっかいどう

づくりを進
すす

めます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

基本方針
きほんほうしん

Ⅰの「北海道
ほっかいどう

に生
う

まれ育
そだ

ったことへの誇
ほこ

りや、故郷
こきょう

へ

の愛着
あいちゃく

を持
も

つことができるように取
と

り組
く

みます。」というものが

ありますが、実際
じっさい

、2番
ばん

の「教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

ってなに？」

の最初
さいしょ

に書
か

いてある通
とお

り、「子
こ

どもや若
わか

い人
ひと

などが減
へ

っている

北海道
ほっかいどう

」とあり、北海道
ほっかいどう

から若
わか

い世代
せだい

が減
へ

っているのは目
め

に見
み

えています。なので、若
わか

い世代
せだい

が北海道
ほっかいどう

に対
たい

して思
おも

うことは「誇
ほこ

りや愛着
あいちゃく

」はもちろん、それよりも「北海道
ほっかいどう

に残
のこ

っていたい、北
ほっ

海道
かいどう

で働
はたら

きたい」と思
おも

わせる取
と

り組
く

みをすることが最優先
さいゆうせん

だと

思
おも

います。例
たと

えば、学校
がっこう

で「北海道
ほっかいどう

で働
はたら

くことに関
かん

してのメリッ

ト・デメリット」や「北海道
ほっかいどう

でしかできない仕事
しごと

や北海道
ほっかいどう

で盛
さか

んな

仕事
しごと

(アイヌ文化関係
ぶんかかんけい

や酪農
らくのう

など)」を紹介
しょうかい

することで「北海道
ほっかいどう

で

働
はたら

きたい」と若
わか

い世代
せだい

に思
おも

わせることが重要
じゅうよう

だと思
おも

います。

若者
わかもの

の地元定着
じもとていちゃく

に向
む

けて、振興局
しんこうきょく

を中心
ちゅうしん

に地域
ちいき

と一体
いったい

となっ

て、女性
じょせい

や若者
わかもの

にとって働
はたら

きやすく、活躍
かつやく

できる環境
かんきょう

づくりを進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

一人
ひとり

ひとりが楽
たの

しく学
まな

び合い、いじめがあることを知
し

った教員
きょういん

は

積極的
せっきょくてき

にいじめの対応
たいおう

をとること。

子
こ

どもたちがよい教育
きょういく

や授業
じゅぎょう

を受
う

けたり、子
こ

どもたちのいじめ

にちゃんとした対応
たいおう

を取
と

るために、教師
きょうし

の労働環境
ろうどうかんきょう

の改善
かいぜん

(時
じか

間外
んがい

の労働
ろうどう

を少
すこ

しでも減
へ

らすなど)やいじめを防止
ぼうし

するための

授業
じゅぎょう

の回数
かいすう

をもう少
すこ

し増
ふ

やすなどの対策
たいさく

を取
と

るべきだと思
おも

いま

した。

いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が全力
ぜんりょく

で、いじめ

の発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

するための取組
とりくみ

を進
すす

め、そのためにも、学校
がっこう

の先生
せんせい

が働
はたら

きやすい環境
かんきょう

をつくり、より

よい授業
じゅぎょう

ができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

子
こ

どもたちが新
あたら

しい時代
じだい

を生
い

き抜
ぬ

ける人
ひと

になれるとありますが

今
いま

の教育
きょういく

だけではその目標
もくひょう

をクリアーできないと思
おも

います。そ

こで私
わたし

は、小学校
しょうがっこう

から少
すこ

しずつ自分
じぶん

がなりたい職業
しょくぎょう

だったり

を、職場体験
しょくばたいけん

や職業講話
しょくぎょうこうわ

などの学
まな

びの場
ば

を設
もう

け自分
じぶん

たちの将
しょう

来
らい

についてを学
まな

ぶと、少
すこ

しずつ社会
しゃかい

を見
み

えてきて自分
じぶん

たちが何
なに

をやらなければいけないかと考
かんが

えるいい機会
きかい

となると思
おも

いまし

た。今
いま

の学習環境
がくしゅうかんきょう

は良
よ

いですが、今
いま

学校
がっこう

にいる学生
がくせい

の意見
いけん

や

不満
ふまん

、その学校
がっこう

の問題点
もんだいてん

を聞
き

く機会
きかい

を増
ふ

やしてみてはいかがで

しようか。

基本方針
きほんほうしん

Ⅱの｢いじめのない北海道
ほっかいどう

を目指
めざ

して、学校
がっこう

と地域
ちいき

が

全力
ぜんりょく

で、いじめの発生
はっせい

を防
ふせ

ぎながら、早
はや

く発見
はっけん

し、対応
たいおう

するため

の取組
とりくみ

を進
すす

めます｣に関
かん

して、私
わたし

はいじめの早期発見
そうきはっけん

と、発生
はっせい

を防
ふせ

ぐことは良
よ

いと思
おも

うのですが、しっかりといじめの予防対策
よぼうたいさく

などをしているのかどうかが、わからないです。なので、いじめ

の対策案
たいさくあん

をしっかりと学校
がっこう

に知
し

らせる。ということをしてもらいた

いです。

一人
ひとり

ひとりの社会的
しゃかいてき

・職業的
・しょくぎょうてき

自立
じりつ

に向
む

けて、社会
しゃかい

の中
なか

での役割
やくわり

や自分
じぶん

らしい生
い

き方
かた

を考
かんが

えるキャリア教育
きょういく

を進
すす

めていきます。

また、みなさんから意見
いけん

を聞
き

きながら、その意見
いけん

が反映
はんえい

される

よう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

「北海道
ほっかいどう

いじめ防止
ぼうし

基本
きほん

方針
ほうしん

」や「北海道
ほっかいどう

いじめ防止等
ぼうしとう

に向
む

け

た取組
とりくみ

プラン」などに基
もと

づく取組
とりくみ

を各学校
かくがっこう

に対
たい

しても徹底
てってい

してい

きます。

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅱ　誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない子
こ

どもの学
まな

びと育
そだ

ちの環境
かんきょう

を整
ととの

える」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅲ　地域
ちいき

と産業
さんぎょう

を担
にな

う人
ひと

を育
はぐく

む」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい
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年代
ねんだい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

これからの時代
じだい

の変化
へんか

において、とても大切
たいせつ

になっていくような

内容
ないよう

だったから良
よ

いのではないかと思
おも

った。特
とく

にスポーツの面
めん

だと地域移行
ちいきいこう

が少
すこ

しずつ進
すす

んでいっており、他校
たこう

の生徒
せいと

との関
かん

係性
けいせい

が良
よ

くなっていくきっかけとなっていくので良
よ

いと思
おも

った。

みなさんが将来
しょうらい

にわたって活躍
かつやく

し、充実
じゅうじつ

した人生
じんせい

を送
おく

ることが

できるよう、子
こ

どもから大人
おとな

まで、何度
なんど

でも学
まな

ぶことができる環
かん

境
きょう

づくりを進
すす

めていきます。

また、みなさんから意見
いけん

を聞
き

きながら、みなさんが元気
げんき

に成長
せいちょう

することを社会全体
しゃかいぜんたい

で支
ささ

える取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

子
こ

どもから大人
おとな

まで学
まな

ぶことができる環境
かんきょう

は平等
びょうどう

でいいと思
おも

う

し、みなさんから意見
いけん

を聞
き

きながらその意見
いけん

を取
と

り入
い

れるという

取
と

り組
く

みは、直接
ちょくせつ

子
こ

どもからの意見
いけん

を取
と

り入
い

れるのでいろいろ

な意見
いけん

が出
で

てきてそれぞれの市町村
しちょうそん

が今
いま

よりももっと良
よ

くなる

と思
おも

うので、みなさんからの意見
いけん

を取
と

り入
い

れることは大事
だいじ

なこと

だなと思
おも

った。

北海道
ほっかいどう

の住民
じゅうみん

の交流
こうりゅう

を増
ふ

やして明
あか

るい街
まち

を作
つく

って行
い

きたいと

思
おも

った。誰
だれ

でも参加
さんか

できるやったことのない新
あたら

しいイベントを取
と

り入
い

れたら盛
も

り上
あ

がると思
おも

う。市町村
しちょうそん

の特徴
とくちょう

を生
い

かしたことをし

たらそこの市町村
しちょうそん

について知
し

ってくれる人
ひと

が増
ふ

えると思
おも

う。どの

年代
ねんだい

でも楽
たの

しめる施設
しせつ

を作
つく

ってほしい。

北海道
ほっかいどう

の先住民
せんじゅうみん

のアイヌ民族
みんぞく

のことを世
よ

の中
なか

の人々
ひとびと

に知
し

って

もらい、文化
ぶんか

が途絶
とだ

えないようにするためにウポポイのようなア

イヌ民族
みんぞく

を知
し

ることができる、建物
たてもの

やイベントをこれまでよりも

開催
かいさい

などしたりしてもらいたいです。

私
わたし

はソフトテニスをしているのですが、冬
ふゆ

は練習
れんしゅう

する場所
ばしょ

がな

いため、片道
かたみち

1時間
じかん

かけて市外
しがい

の体育館
たいいくかん

へ練習
れんしゅう

に行
い

きます。こ

の往復
おうふく

2時間
じかん

がとてももったいなく感
かん

じているので市内
しない

に学生
がくせい

が

安
やす

く使
つか

える体育館
たいいくかん

を造
つく

ってほしいです。 みなさんがスポーツに親
した

しむことができる環境
かんきょう

をつくっていくとと

もに、部活動
ぶかつどう

の地域移行
ちいきいこう

に向
む

け、多種多様
たしゅたよう

な活動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

に努
つと

めていきます。

「基本
きほん

方針
ほうしん

Ⅳ　生涯
しょうがい

を通
つう

じて学
まな

び続
つづ

ける人
ひと

を育
はぐく

む」に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

大綱
たいこう

の内容
ないよう

について見
み

て、これからの人達
ひとたち

を育
そだ

てていくには何
なん

度
ど

でも学
まな

びたいと思
おも

ったことを学
まな

べる環境
かんきょう

があるのは良
よ

いなと

思
おも

いました。教育
きょういく

に力
ちから

を入
い

れてくれるのは嬉
うれ

しいなと思
おも

いまし

た。

税金
ぜいきん

をもう少
すこ

しうまく使
つか

ってほしい、地域
ちいき

の人同士
ひとどうし

での交流
こうりゅう

が

少
すく

ないと思
おも

うので交流
こうりゅう

できる取
と

り組
く

みを実施
じっし

する。

僕
ぼく

が特
とく

に良
よ

い教育方針
きょういくほうしん

だと感
かん

じたのは子
こ

どもから大人
おとな

まで何
なん

度
ど

でも学
まな

ぶ事
こと

ができる環境
かんきょう

づくりを進
すす

めているところです。理由
りゆう

は大人
おとな

になってから新
あたら

しくやりたいことを見
み

つけてそれに向
む

かっ

て努力
どりょく

することができる環境
かんきょう

にあるのはとてもいいことだと思
おも

っ

たからです。

教育
きょういく

は子供
こども

にとってだけでなく、大人
おとな

も学
まな

び続
つづ

けることができる

環境
かんきょう

を創
つく

る発想
はっそう

がなかったので、大人
おとな

になっても学
まな

び続
つづ

けて良
よ

いこと、学
まな

び続
つづ

けることが大切
たいせつ

なのだということに気
き

づくことがで

きた。想像力
そうぞうりょく

の溢
あふ

れる人
ひと

でたくさんな世界
せかい

になっていけばよい

と思
おも

った。

みなさんが将来
しょうらい

にわたって活躍
かつやく

し、充実
じゅうじつ

した人生
じんせい

を送
おく

ることが

できるよう、子
こ

どもから大人
おとな

まで、何度
なんど

でも学
まな

ぶことができる環
かん

境
きょう

づくりを進
すす

めていきます。

公民館
こうみんかん

や図書館
としょかん

、博物館
はくぶつかん

、青少年教育施設
せいしょうねんきょういくしせつ

などが協力
きょうりょく

して、

地域
ちいき

づくりや住民同士
じゅうみんどうし

がつながる取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

もっとアイヌ文化
ぶんか

について地域
ちいき

の小
ちい

さなイベントや学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

時間
じかん

を使
つか

うなどして詳
くわ

しく知
し

ることができたらよいのではないか

と思
おも

いました。まだまだアイヌの素晴
すば

らしさを世
よ

に知
し

られていな

いので道外
どうがい

でもイベントや授業
じゅぎょう

で教
おそ

われたらいいなと思
おも

いまし

た。

アイヌ民俗
みんぞく

文化財
ぶんかざい

など北海道
ほっかいどう

の大事
だいじ

な財産
ざいさん

を多
おお

くの人
ひと

に知
し

って

もらい、守
まも

っていく活動
かつどう

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。
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年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

小学生
しょうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

小学生
しょうがくせい

これからの北海道
ほっかいどう

をどう進
すす

めていくかみなさんの教育
きょういく

を工夫
くふう

し

て将来
しょうらい

につなげるという目標
もくひょう

がみんなで考
かんが

えていけるのがいい

と思
おも

いました。

子供
こども

にもより良
よ

い環境
かんきょう

を、用意
ようい

できておりとても理解
りかい

できる内
ない

容
よう

。

子
こ

どもがよりよく成長
せいちょう

し、自分
じぶん

の個性
こせい

を限界
げんかい

まで高
たか

められような

取
と

り組
く

みの実施
じっし

はとても素晴
すば

らしいと思
おも

いました。私
わたし

は北海道
ほっかいどう

の函館
はこだて

に生
う

まれたことを誇
ほこ

りに思
おも

っています。これからも北海
ほっかいど

道全体
うぜんたい

が盛
さか

んになることを願
ねが

っています。ぜひ頑張
がんば

ってくださ

い。

どれも大切
たいせつ

だと思
おも

いました。

難
むずか

しそうですがいつも私
わたし

たちを支
ささ

えてくれてありがとうございま

す。

みんなのためにとても良
よ

い活動
かつどう

をしていると思
おも

いました。

とても良
よ

い方針
ほうしん

だと思
おも

いました。様々
さまざま

なことに挑戦
ちょうせん

し、より良
よ

い

環境
かんきょう

を作
つく

れたら今
いま

よりももっと良
よ

くなると思
おも

います。

一
ひと

つ一
ひと

つにとても北海道
ほっかいどう

の教育
きょういく

を良
よ

くしたいなどの感情
かんじょう

が込
こ

め

られていて良
よ

いと思
おも

いました。

目標
もくひょう

を達成
たっせい

するためにどのような取組
とりくみ

を行
おこな

っているのかを詳
くわ

し

く書
か

かれていて良
よ

かったと思
おも

いました。また、一
ひと

つ一
ひと

つ順
じゅん

を追
お

っ

ている説明
せつめい

が書
か

かれていたので、より理解
りかい

しやすくて良
よ

かった

と思
おも

います。

私達
わたしたち

のためにどうすればより良
よ

い環境
かんきょう

を作
つく

ることができるの

か、今
いま

の大人
おとな

の人達
ひとたち

がどのような環境
かんきょう

にすれば働
はたら

きやすくなる

のかを考
かんが

えていてとてもいいと思
おも

った。

今
いま

のままで大満足
だいまんぞく

です。これからもこのままの教育環境
きょういくかんきょう

を続
つづ

け

てほしいです。

いいと思
おも

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈同
どう

趣旨
しゅし

意見
いけん

　ほか12件
けん

〉

これから持続可能
じぞくかのう

な社会
しゃかい

にしていけなければいけないと思
おも

うの

でとても良
よ

い活動
かつどう

だと思
おも

いました。さらに北海道
ほっかいどう

をより良
よ

くして

欲
ほ

しいです。

住
す

んでいる人
ひと

の意見
いけん

を聞
き

き、よりよい環境
かんきょう

にしていることがい

いと思
おも

いました。

教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみん

なで協力
きょうりょく

して、取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

みんなのためにいろいろな事
こと

が考
かんが

えられていたからすごいなと

思
おも

った。

住民
じゅうみん

の意見
いけん

を尊重
そんちょう

していて、教育環境
きょういくかんきょう

や教育方法
きょういくほうほう

の改善
かいぜん

にと

ても力
ちから

を入
い

れていることが良
よ

いと思
おも

った。

子
こ

どものことをよく考
かんが

えての目標
もくひょう

だと思
おも

った。このことが守
まも

れる

と、とてもいい町
まち

になると感
かん

じた。

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

基本理念
きほんりねん

や基本方針
きほんほうしん

の内容
ないよう

は現代
げんだい

の日本
にほん

や教育現場
きょういくげんば

におけ

る問題点
もんだいてん

に対
たい

する対策
たいさく

となっているので、これからの学校生活
がっこうせいかつ

をより良
よ

くするためのアイディアを考
かんが

える時
とき

のきっかけになると

思
おも

います。

その他
ほか

の大綱
たいこう

に関
かん

する意見
いけん
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年代
ねんだい

高校生
こうこうせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

小学生
しょうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

より多
おお

くのみなさんに知
し

ってもらえるよう、大綱
たいこう

をお知
し

らせしてい

きます。

また、教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

など

みんなで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

みんなのためにいろいろなことが考
かんが

えられているからとても良
よ

い勉強
べんきょう

ができる。

より多
おお

くのみなさんに知
し

ってもらえるよう、大綱
たいこう

をお知
し

らせしてい

きます。

また、教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

など

みんなで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

何
なに

をしているのかよく知
し

らなかった。
より多

おお

くのみなさんに大綱
たいこう

を知
し

ってもらえるよう、お知
し

らせしてい

きます。

教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみん

なで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

実現
じつげん

して欲
ほ

しい質問
しつもん

がいくつかあった。

全
すべ

てのみなさんの可能性
かのうせい

を伸
の

ばし、確
たし

かな学力
がくりょく

を身
み

につけるこ

とができるよう、引
ひ

き続
つづ

き、市町村
しちょうそん

とも協力
きょうりょく

しながら、よりよい教
きょう

育
いく

を提供
ていきょう

していくための取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみん

なで協力
きょうりょく

して、取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。私
わたし

たちより小
ちい

さい子供
こども

をえらい子
こ

にする。

観光客
かんこうきゃく

を増
ふ

やしたらいいと思
おも

います。
観光産業

かんこうさんぎょう

など地域
ちいき

を支
ささ

える産業人材
さんぎょうじんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

の取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

考
かんが

えがあるならできるところからでもいいから取
と

り組
く

んだ方
ほう

が速
はや

いと思
おも

った。

町内会
ちょうないかい

の強化
きょうか

。

げんじつてきにできる事
こと

が少
すく

ないです。

私
わたし

が選択
せんたく

したもの以外
いがい

のことでも大切
たいせつ

な教育
きょういく

に関
かん

する目標
もくひょう

や

基本方針
きほんほうしん

もあったので、少
すこ

しでもこれらの活動
かつどう

を自分
じぶん

たちの方
ほう

でもやって行
い

けるように函館市民
はこだてしみん

としてこれから北海道
ほっかいどう

の教育
きょういく

の促進
そくしん

のために精進
しょうじん

いたしますので、これからも北海道
ほっかいどう

のこと

をよろしくお願
ねが

いします。

士幌町
しほろちょう

では教育
きょういく

が充実
じゅうじつ

していいと思
おも

った。

皆
みな

が皆
みな

を大切
たいせつ

にしようとしてていいなって思
おも

った。
みなさんが幸

しあわ

せや生
い

きがいを感
かん

じ、命
いのち

を大事
だいじ

にして、人
ひと

を思
おも

い

やり、自分
じぶん

を認
みと

めることができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

目標
もくひょう

をできるだけ達成
たっせい

できるようにこれからも取
と

り組
く

んでほしい

と思
おも

った。自分
じぶん

も、この目標
もくひょう

をもとに積極的
せっきょくてき

に行動
こうどう

しようと思
おも

っ

た。

教育
きょういく

が発達
はったつ

出来
でき

たら北海道全体
ほっかいどうぜんたい

の学力
がくりょく

を上
あ

げることが出来
でき

る

だろう。

全
すべ

てのみなさんの可能性
かのうせい

を伸
の

ばし、確
たし

かな学力
がくりょく

を身
み

につけるこ

とができるよう、よりよい教育
きょういく

を提供
ていきょう

していくための取組
とりくみ

を進
すす

め

ていきます。

士幌町
しほろちょう

はいい教育
きょういく

が受
う

けられていい町
まち

だと思
おも

った。

とても素晴
すば

らしく感
かん

じ、将来
しょうらい

の子供
こども

たちがより良
よ

い教育
きょういく

ができる

ようなってるといいなと思
おも

いました。

良
よ

い教育
きょういく

が受
う

けられることはとても望
のぞ

ましいと思
おも

った。

子供
こども

がちゃんと教育
きょういく

を受
う

けられるようにすること。

私
わたし

たちは将来
しょうらい

の北海道
ほっかいどう

、日本
にほん

を支
ささ

えるため、今教育
いまきょういく

を受
う

けてい

るということがわかりました。そして私達自身
わたしたちじしん

もしっかり将来
しょうらい

の

役割
やくわり

を自覚
じかく

して、日々
ひび

勉学
べんがく

に励
はげ

んでいきたいと思
おも

いました。

みなさんが生
い

き生
い

きと成長
せいちょう

し、将来
しょうらい

に向
む

かって活躍
かつやく

・挑戦
ちょうせん

するこ

とができるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

生徒会
せいとかい

は、先生方
せんせいがた

と連携
れんけい

をとり生徒
せいと

たちの学校生活
がっこうせいかつ

をより良
よ

く

するのが大切
たいせつ

なので、生徒会
せいとかい

がこの北海道総合教育大綱
ほっかいどうそうごうきょういくたいこう

の内
ない

容
よう

を理解
りかい

しておくことは、目標
もくひょう

や求
もと

められる人物像
じんぶつぞう

に近
ちか

づくた

めに大切
たいせつ

なことだと思
おも

います。

より多
おお

くのみなさんに知
し

ってもらえるよう、大綱
たいこう

をお知
し

らせしてい

きます。

また、教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

など

みんなで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

私
わたし

は教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

や取組
とりくみ

が北海道全体
ほっかいどうぜんたい

に知
し

れ渡
わた

り、

みんなが協力
きょうりょく

して実現
じつげん

されることを望
のぞ

んでいます。

その他
ほか

の大綱
たいこう

に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい
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年代
ねんだい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

中学生
ちゅうがくせい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

大綱
たいこう

で示す取組
とりくみ

の推進
すいしん

にあたっては、大学
だいがく

や企業
きぎょう

、産業界
さんぎょうかい

、各
かく

種団体
しゅだんたい

などとも連携
れんけい

しながら進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

民間企業
みんかんきぎょう

との連携強化
れんけいきょうか

…ご存知
ぞんじ

かと思
おも

いますが教育
きょういく

に携
たずさ

わ

り、サービス充実
じゅうじつ

や課題解決
かだいかいけつ

に取
と

り組
く

んでいる民間企業
みんかんきぎょう

は多
たす

数存在
うそんざい

します。とはいえ、子
こ

どもの教育
きょういく

に最
もっと

も影響力
えいきょうりょく

を持
も

つの

は学校
がっこう

、すなわち公的機関
こうてききかん

です。それゆえ、学校教育
がっこうきょういく

と民間
みんかん

事
じぎょ

業
う

の連携
れんけい

は、教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

のためには必要
ひつよう

なことだと考
かんが

えます。

もちろん、権利
けんり

やプライバシーの問題
もんだい

、予算
よさん

や利益
りえき

の分
ぶん

配
ぱい

、施
せさ

策
く

の安定化
あんていか

(学校
がっこう

でやらされることがコロコロ変
か

わったら困
こま

る)な

ど業務
ぎょうむ

提携
ていけい

特有
とくゆう

の課題
かだい

はありますが、民間
みんかん

企業
きぎょう

から学
まな

ぶ姿勢
しせい

を忘
わす

れてはならないと感
かん

じます。

理数
りすう

教育
きょういく

策定
さくてい

に理系
りけい

人材
じんざい

を…教育委員会等
きょういくいいんかいとう

の公的機関
こうてききかん

で働
はたら

く

方
かた

は教育
きょういく

学部
がくぶ

卒
そつ

など、いわゆる文系
ぶんけい

の方
かた

が多
おお

いのではない

か、そのため理数
りすう

(自然科学
しぜんかがく

)教育
きょういく

に関
かん

しては疎
うと

くなってしまうの

ではないかと推察
すいさつ

します。実際
じっさい

、高校
こうこう

理科
りか

では社会
しゃかい

に比
くら

べて教
きょう

科書
かしょ

を軽視
けいし

する傾向
けいこう

が顕著
けんちょ

です。そこで、理数
りすう

教育
きょういく

について考
かんが

える際
さい

には理系
りけい

人材
じんざい

を交
まじ

えることを強
つよ

く求
もと

めます。(理数
りすう

に強
つよ

い)民間
みんかん

企業
きぎょう

・大学
だいがく

との連携
れんけい

などはこれまで以上
いじょう

に意識
いしき

して欲
ほ

し

いことです。Society5.0や科学
かがく

立国
りっこく

を目指
めざ

す上
うえ

で理数
りすう

教育
きょういく

の小
しょう

中高大
ちゅうこうだい

連携
れんけい

、世界
せかい

標準
ひょうじゅん

との対応
たいおう

を意識
いしき

した教育計画
きょういくけいかく

は重要
じゅうよう

で

しょう。

北海道
ほっかいどう

を成長
せいちょう

、安全
あんぜん

などにしていくためにはたくさんの活動
かつどう

が

あることを知
し

れたので私
わたし

も今
いま

から少
すこ

しずつ地域
ちいき

のために行動
こうどう

し

て行
い

けたら良
よ

いと思
おも

いました。

子
こ

どもが自分
じぶん

の夢
ゆめ

ややりたいことに向
む

かって全力
ぜんりょく

で取
と

り組
く

めら

れたらいいと思
おも

います。

大綱
たいこう

においても、学校
がっこう

と地域
ちいき

の連携
れんけい

・協働
きょうどう

や特色
とくしょく

ある多様
たよう

な体
たい

験活動
けんかつどう

を推進
すいしん

することとしています。

教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみん

なで協力
きょうりょく

して取
と

り組
く

み、みなさんの夢
ゆめ

や希望
きぼう

へのチャレンジを

応援
おうえん

する北海道
ほっかいどう

づくりを進
すす

めます。

みなさんが将来
しょうらい

にわたって活躍
かつやく

し、充実
じゅうじつ

した人生
じんせい

を送
おく

ることが

できるよう、教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地
ちい

域
き

などみんなで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

地域創生
ちいきそうせい

の観点
かんてん

も含
ふく

め、教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

け

て、学校
がっこう

や地域
ちいき

などみんなで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

このようにどんなことに取
と

り組
く

んでほしいのかを住
す

んでいる人
ひと

にアンケートを取
と

っているのがとてもいいと思
おも

いました。住
す

んで

いる人
ひと

がもっと住
す

みやすいように、子供
こども

であればもっと学
まな

びや

すい環境
かんきょう

を作
つく

るためには住
す

んでいる人
ひと

の意見
いけん

を沢山
たくさん

取
と

り入
い

れ

るのが大事
だいじ

だと思
おも

います。この取
と

り組
く

みをもっと沢山
たくさん

の人
ひと

に

知
し

ってもらうためにインターネットやSNSなどを使
つか

うことでさらに

沢山
たくさん

の意見
いけん

を取
と

り入
い

れることができるんではないのかなと思
おも

い

ます。

生徒
せいと

が成長
せいちょう

できる環境
かんきょう

は揃
そろ

っていると思
おも

った。

たくさんの取組
とりくみ

があり、どれも素晴
すば

らしいと思
おも

いました。特
とく

に素
す

晴
ば

らしいと思
おも

ったのが、自分
じぶん

の活動
かつどう

で地域
ちいき

を支
ささ

えることで、私
わたし

も

もっと社会
しゃかい

を知
し

り、地域
ちいき

に貢献
こうけん

したいと思
おも

いました。

今後
こんご

とも、自由
じゆう

に意見
いけん

を言
い

いやすい環境
かんきょう

を整備
せいび

し、その意見
いけん

が

反映
はんえい

されるよう取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

みなさんの可能性
かのうせい

を伸
の

ばし、確
たし

かな学力
がくりょく

を身
み

につけることがで

きるよう教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、学校
がっこう

や地域
ちいき

な

どみんなで協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

地域
ちいき

の課題
かだい

の解決
かいけつ

や、特色
とくしょく

ある地域
ちいき

づくりのため、自分
じぶん

の活動
かつどう

が地域
ちいき

を支
ささ

えるという気持
きも

ちを高
たか

める取組
とりくみ

とともに、身近
みじか

な地
ちい

域
き

の魅力
みりょく

や課題
かだい

などを知
し

り、北海道
ほっかいどう

に対
たい

する愛着
あいちゃく

や誇
ほこ

りを育
はぐく

む取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

働
はたら

いている大人
おとな

の人
ひと

や次世代
じせだい

が生
い

きやすい社会
しゃかい

にしていくた

めに大事
だいじ

な取
と

り組
く

みだと思
おも

いました。また教育者
きょういくしゃ

もどのような

教育
きょういく

がベストなのかを見直
みなお

すことができるんじゃないかと思
おも

い

ました。

この取組
とりくみ

で、今後
こんご

地域
ちいき

を支
ささ

える人
ひと

たちが今
いま

よりも勉強
べんきょう

をしやす

くなったら地域
ちいき

の活性化
かっせいか

にもつながると思
おも

いました。

その他
ほか

の大綱
たいこう

に関
かん

する意見
いけん

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい
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年代
ねんだい

高校生
こうこうせい

高校生
こうこうせい

科学的根拠
かがくてきこんきょ

に基
もと

づく施策
せさく

を…日本
にほん

の教育業界
きょういくぎょうかい

では経験則
けいけんそく

がま

かり通
とお

っており、それは世界
せかい

と比較
ひかく

してもほとんど見
み

られないこ

とだと聞
き

いたことがあります。専門家
せんもんか

へのヒアリングやアンケー

ト調査
ちょうさ

など様々
さまざま

な対応
たいおう

はすでにしているかと思
おも

いますが、改
あらた

め

て合理的
ごうりてき

な教育計画
きょういくけいかく

の策定
さくてい

をよろしくお願
ねが

いします。

大綱
たいこう

は、北海道
ほっかいどう

の教育
きょういく

などに関
かん

する目標
もくひょう

や、その目標
もくひょう

を達成
たっせい

するための取組
とりくみ

の大
おお

きな方向性
ほうこうせい

についてまとめたものであり、

具体
ぐたい

の取組
とりくみ

は大綱
たいこう

と関係
かんけい

する各種計画
かくしゅけいかく

などに基
もと

づいて進
すす

めて

いきます。

いただいたご意見
いけん

は、今後
こんご

の参考
さんこう

にさせていただきます。

意見
いけん

の内容
ないよう

意見
いけん

の反映
はんえい

その他
ほか

の大綱
たいこう

に関
かん

する意見
いけん

私事
わたくしごと

ですが、将来
しょうらい

は理系
りけい

の視点
してん

で教育問題
きょういくもんだい

の解決
かいけつ

に貢献
こうけん

した

いと考
かんが

えています。ですから、このような意見募集
いけんぼしゅう

の場
ば

を設
もう

けて

頂
いただ

き大変
たいへん

ありがたく感
かん

じております。一
いち

高校生
こうこうせい

として、一
いち

理系
りけい

と

して皆様
みなさま

のご活躍
かつやく

をお祈
いの

りしております。これからも頑張
がんば

ってく

ださい。

みなさんから意見
いけん

を聞
き

きながら、「こどもまんなか」の考
かんが

えで、み

なさんが元気
げんき

に成長
せいちょう

できるよう、基本方針
きほんほうしん

の取組
とりくみ

を進
すす

めていき

ます。
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